
　　

　　 1.消防機関と居住者への通報，連絡　(119番に通報，ﾏﾝｼｮﾝ内緊急放送)。
　　　　館内放送手順①ｽｨｯﾁは ON ②電源を押す(青ﾗﾝﾌﾟが点灯) ③一斉のｽｨｯﾁを押す
　　　　ﾏｲｸの白いﾎﾞﾀﾝを押し緊急放送を行う。

     2.出火元又は第一発見者は直ちに消防機関へ通報する。
3.火災報知器を鳴らす。

   

1.火災発生の場合，非常放送で居住者にその旨を連絡し，安全な場所への避難誘導を行う。
2.避難は出火階真上階の居住者を優先に，続いて上層階の居住者を避難させる。

　     避難経路は公園側非常口，ﾃﾆｽｺｰﾄ横非常階段，駐車棟非常階段が有り。
　   3.非常口門の鍵を持っている人は R階に集まる。又 開錠を行う。

4.避難の際はｴﾚﾍﾞｰﾀｰは絶対使わないこと。
5.各戸逃げ遅れた人や，避難出来ていない人がいないか(部屋)も確認する。
6.各階ﾍﾞﾗﾝﾀﾞに避難用吊り下げ梯子が設置されているので利用する。
梯子の上(梯子のあるﾍﾞﾗﾝﾀﾞ)及び梯子の下(梯子が降りてくる側のﾍﾞﾗﾝﾀﾞ)には物を置かない。

　　　　　　ﾍﾞﾗﾝﾀﾞに隣との境にあるﾎﾞｰﾄﾞを破って移動する(避難する)。
               

　　

    

 1.火災の初期消火を行う。
懸命に初期消火を進めても壁板やふすまの上方等, 上への方向に火が走り始めたり，天井に
炎が達したら迷う事なく避難する事。

　　     2.消火器操作法
　　　     ①安全ﾋﾟﾝを抜く　②ﾎｰｽ先端を火元に向ける　③ﾚﾊﾞｰを強く握る

3.消防署員が消火を始めたら指示に従う。
4.消火訓練を年 1回程度行う。

1.けが人の救護に当たる。
2.救急箱を自治会で準備する。
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